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犯罪被害者の立場から、講演をさせていただく機会がある。その度に、心身共に

疲労困憊してしまう。自らの苦悩の体験を振り返り、理路整然と聴衆を前に話すこ

となど不可能である。講演後、「遺族の方も笑ったり、楽しんだりするのですね」

とか「特別視してはいけないのですか」と至極当然のことを言われたり、「お仕事

は？」「ご結婚は？」とお決まりのように聞かれる。無職独身といった駄目人間の

レッテルを貼られたようで自分を卑下してしまう。私の講演内容が拙いからかもし

れないが、仕事や結婚が出来るような状況ではないことがどうして理解してもらえ

ないのか、講演中鳴り響く携帯電話に出る方や、講演する私の目前に来て煌々とフ

ラッシュをたき撮影する記者の存在が信じがたい。涙など流していないのにもかか

わらず「涙ながらに語った」といった常套句が記事にされる。 

私達犯罪被害者は、大学教授でもコメンテーターでもなく、講演を生業としてい

るのではない。重いテーマを受け入れてもらう為に、細心の注意を払う。たった 1

回の講演にどれほどのエネルギーを費やしていることであろう。講演後、救急搬送

された方もいる。ならばなぜ講演を続けるのか。壇上に立つのは、救えなかった命、

守れなかった命に対する贖罪の念と、最愛の家族が生きた証、最愛の家族との絆を

感じたいからにほかならない。 

11 月中旬に事故が起きた福島県で計 4回の講演を行った。3年 3ヶ月ぶりに訪れ

ること、事故後乗り物への恐怖が顕著であったこと、色々な思いが去来してかなり

の決心を要した。しかも講演4回のうち3回は小学生、中学生対象のものであった。

中学生ならまだしも、小学生しかも低学年にどう話せば伝わるのか考えがまとまら

なかった。ふと立ち寄った書店で目についたのが高橋源一郎著『13 日間で「名文」

を書けるようになる方法』という本であった。立ち読み程度で恐縮ではあるが、小

学生の書く文は、衝撃が走るほど名文ばかりであるが、中学生になるとその文は凄

みを無くすというのだ。これは、教育という紋切り型システムによる「言葉の私性」

の喪失だと記されていた。「私」から発しないと、机上の空論、「涙ながらに語った」

といった常套句の記事と同等レベルであり、人の心に響かないと感じた。子ども達

の前で、自分の言葉を大切にして話をしようと心がけた。 

講演後、質問と感想を求めた司会者に対し、さっと数人手が挙がった。こんなこ

とは初めてであった。「30 名の担任をしていますが、30 人の命の輝きを大切にした

いと思います」と熱く語った先生をはじめ、小学生が発する言葉はずっしりと重み

があり、きらきらと輝いた瞳をしていた。私の心配をよそに、小学生はきちんと私

の言葉を受け止めていた。 

 講演を通して思うこと 



「今日帰ったら、弟をぎゅっと抱きしめてあげたいと思います」こう語った男の

子の姿を見て、ほっと私は笑顔になった。講演をして、壇上で笑顔になったことな

どなかった。心の底から笑顔になれたことで講演をして良かったと初めて思えた。

マスコミが作り出している「悲哀と怒りの中にいる犯罪被害者像」にあって、笑顔

が記事となったのはそうあることではない。と同時に、こんな子ども達から犯罪は

生まれない、大人や社会の責任を痛切に感じ取った瞬間であった。 

              （米原美由紀） 
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 １２月 ３日（木）から１５日（火）まで：智頭農林高校でパネル展開催中 

           

１２月 ６日（日） 「ゼロからの風」上演（米子文化ホール）参加 

        終了後なごみの会開催 

 平成２１年 

  １月２３日（土） なごみの会（とっとり被害者支援センター） 

 

  ２月 １日（月）から末まで：いのちのパネル展を県庁内で開催 

           （県庁第２庁舎９階展望室） 

           島根の江角さんのオブジェも参加 

  ２月２７日（土） なごみの会（中部を予定） 

 

  ３月２７日（土） なごみの会（西部を予定） 


